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1――「真夏の入籍」の増加？ 

 

つい先日、筆者のもとにある自治体からこんな相談が届いた。 

「最近、８月の結婚が増えているようなのですが、どうしてでしょうか？」 

厚生労働省の人口動態統計の月別件数を参照して疑問に思った、とのことだった。早速、その質問

が誤解からくるものとなっていないか、データを検証することにした。 

 

【図表1】1950年～2024年 婚姻届の提出月別割合（％） 

 

出所：厚生労働省「人口動態調査」より筆者分析 
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８月の結婚が増えている、という質問は、以前に比べて年間でみた８月の入籍割合が増加してい

る、というデータ推移からの解釈のようだった（図表 1）。担当者が 2023年の 10.7％を過大評価した

可能性もありえるが、確かに 1970年代から徐々に８月件数の割合が増加傾向にある。 

 

ただ、100％を 12ヵ月で割ると 8.3％／月となるため、2015年～現在の８月の 8％台をもって、と

りわけ多い（多くのカップルが入籍する傾向がある）月であるとは言い切れない。 

しかし、ここで新たな疑問が生じてくる。戦後から 2010年あたりまで、8月の入籍割合が少な

い。特に 1970年代～85年までは 3％台と低すぎるほどに低い。 

ということは、ほかのどの月が 8月の割合を低めるぐらいに入籍が多かったのだろうか。 

 

 

2――人気入籍月の変化 

 

1947年からのデータを確認すると、今も昔も人気の月と、昔は人気だったが今はそうでもなくな

った月に分かれている。月別割合が 10％を超える月を比較的入籍が多くなる月（〇表示）とする

と、以下のような結果となった。 

 

【図表2】1950年～2024年 10％を超える届割合の年があった月 

 
出所：厚生労働省「人口動態調査」より筆者分析 

※2000年までは末尾5 と 0 の年、2000年以降は 1年単位で測定 

※1回でも超えていれば〇としている 

 

バブル崩壊（1990年代前半）までは、人気のある月とそうでもない月が綺麗に分かれる差のつい

た状態で、3月から 5月、10月から 12月が「入籍人気月」となっていた。つまり、比較的天候に恵

まれている春と秋、そして年末に入籍が集中しがちであった。しかし、バブル崩壊、リーマンショッ

ク（2008年）と戦後の日本の好景気が終焉を迎えると、3月と 11月以外はドングリの背比べといっ

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1950年代 〇 〇 〇 〇

1960年代 〇 〇 〇 〇 〇

1970年代 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1980年代 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1990年代 〇 〇 〇 〇

2000年代 〇 〇

2010年代 〇 〇 〇

2020年以降 〇 〇 〇
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た具合に入籍月が平準化される傾向となった。また、8月入籍という猛暑かつお盆期間といった、従

来であれば悪条件とされる中での入籍割合が高くなる年まで登場しはじめている。 

 

 

3――昭和平成のあるべき婚からの脱却へ 

 

「最近、８月の結婚が増えているようなのですが、どうしてでしょうか？」という最初の質問への

回答は、「春や秋といった気候のいい時期に入籍が集中する現象が緩和され、従来では悪条件とされ

る月も含めて、入籍月が分散化されている結果」という回答となった。 

ちなみに、どうして春秋年末に集中しなくなったかについては、3つの理由があると考えている。 

 

察している読者も少なくないと思うが、ナシ婚（挙式や披露宴のカット）が中長期でみて増加して

いることがまず挙げられる。リクルートブライダル総研の「結婚総合意識調査 2024」によれば、披

露宴やウェディングパーティを実施した割合は、 

 

20代以下： 2019年 51.7％、2024年 45.5％ 

30代  ： 2019年 49.6％、2024年 44.3％ 

 

となっている。 

招待客を気にしなくてもいいのであれば、天候や気候を特段気にする必要もない。写真撮影のみの

結婚も 2024年 12.6％（2020年 6.3％）、ウェディングイベントは全くしていないとする回答割合も

22.2％（同 19.9％）となっている。 

 

2点目はあまり一般的に指摘されていないが、同じ春でも 3月だけは人気月として残留している一

方、4月と 5月が消えた理由として、「共働き夫婦の増加」があるのではないかと考えられる。 

筆者が 20代だった 1990年代までは、専業主婦世帯が共働き世帯よりも多く、「寿退社」という今

となっては死語も存在した。 

女性が仕事を辞めるのであれば、男性の仕事都合のみで入籍時期や、入籍にともなうイベントの時

期を決めやすい。しかし、双方とも働きつづける中では、4月にどちらかが異動して新天地での慣れ

ない業務を学ばねばならない上に、招待客も様変わりしてしまう、といった問題が生じやすくなる。

こういった背景で、新年度が 4月に開始する企業が圧倒的な中で、4月入籍が 1960～80年代のよう

な人気を見せなくなったのではないだろうか。 
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最後に 3点目として、「コスパ・タイパ重視の Z世代が婚姻多発年齢1にある」ことがあげられる。

5月はゴールデンウィークがあるから新婚旅行に行きやすい、と考えるのは中高年世代の発想で、Z

世代は「新婚旅行」「リゾート挙式」などをするには割高だ、といった風に考えるのである。 

 

筆者は Z世代の親世代で、周囲に大学生や 20代の社会人の子をもつ同世代の親が多くいる。先日

もある女性から「うちの息子は結婚式にかかるイベント費用が安い 1月に決めました。12月はクリ

スマスシーズンでロマンティックな演出が多く、加えて月の後半は年末料金でとにかく高いんです。

その分、お正月明けの 1月が安かったので決めていました」という話をうかがった。安定した職をも

った共働きカップルであっても、こういったコスパ優先の選択をしている。ただ、価格だけを追求す

るのであればもっと月で差がつくかもしれないが、全体的に入籍月の平準化が発生しているため2、2

人の記念日に入籍するなど、「2人だけの価値観」を最優先している、という見方もできるだろう。 

 

とはいえ、この 10年間でみると、婚姻届の数の 36％に達する離婚届が提出される大離婚化社会ニ

ッポンという現実もある。結婚式も大事だが、その後の結婚生活が末永くうまくいくよう、社会がサ

ポートしていくこともとても重要である。大未婚社会の中でようやく出会えた 2人を、中長期的にサ

ステナブルに応援していきたい。 

 

 

 
1 国の婚姻統計（人口動態調査）を分析すると、初婚同士婚を果たした男女の母集団の 7割超が、34歳までの男性と 30歳

までの女性で形成されている。 
2 2024年の月別件数割合（％）：1月 8.2、2月 7.7、3月 11.5、4月 6.2、5月 9.5、6月 6.6、7月 9.7、8月 8.1、9月

5.7、10月 6.7、11月 10.8、12月 9.2 
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